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⑶　De stat. exp., n. 163, p. 222, 22-27（下線は引用者による）．詳細は，八巻和彦『クザーヌスの世界
像』（創文社刊）276頁およびそこの註を参照されたい。






















































































































































⑼　Thomas Aquinas, Summa Theologiae, I, q. 7, a. 2（高田三郎訳『神学大全』〔創文社〕第１巻130
頁以下）。







対的に最大なものだけが否定的に無限なもの negative infinitum であり存在し
うるいっさいのものである。ところで，宇宙は万物を包括しているが，万物は
神ではないがゆえに，宇宙は否定的に無限なものではありえない，たとえ，そ















らである（cf. De doct. ign. II, 8, n. 135〔岩崎・大出訳118頁〕）。
⒀　Cf. Historisches Wörterbuch der Philosophie (Darmstadt, 2001), XII, 140ff. の W. Pannenberg に




現存している。それは，…縮限された無限性である」（De doct. ign. II, 4, n. 113〔岩崎・大出訳98頁〕）．
⒂　De doct. ign. II, 4, n. 112〔岩崎・大出訳97頁〕にある第４章のタイトル「縮限された最大なもの
にすぎない宇宙がどのようにして，絶対的なものの似姿であるのか」。



























doct. ign., I, 14, n. 37〔岩崎・大出訳37頁〕）。


























⒅　Alexandre Koyré, From the Closed World to the Infinite Universe, (Baltimore: John Hopkins 
Press, 1957) というタイトルをもつ著書がある。
⒆　Isaac Newton, Philosophiae naturalis principia mathematica (1687).
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言えるだろう。それの典型は，ニュートンとライプニッツがほぼ同時に発見し






































































あったコンドルセMarie Jean Antoine Nicolas Caritat de Condorcet（1743-
















































































































































































































28　学者たちが artes liberares に関わる仕方と職人たちが artes mechnicae に関わる仕方との相違と
それの持った意味については以下の研究を参照した：Edgar Zilsel, The Social Origins of Modern 
Science (Dordrecht/ Boston/ London 2000), p. 3f.（なお，Zilsel の著作の訳書として青木靖三訳『科
学と社会』〔みすず書房〕があり，前掲の原著とは若干，行文に異なるところがあるが，英語テキ
ストの内容に対応するのは，青木訳１頁以下である。



















29　Zilsel, ibid.（青木訳同所）。この二種類の artes に携わっていた当時の人間同士の間に存在して
いた人間関係を前提にして，そこに展開される対話の意味の深さが象徴的に表現されているのが，
ニコラウス・クザーヌスの『無学者篇─知恵について』Idiota de sapientia，『無学者篇─精神につ
いて』Idiota de mente『無学者篇─精神について』，『無学者篇─秤の実験について』Idiota de stat-
icis experimentis という三部作である。この一連の著作では，木さじ作りの職人であるが信仰の篤































































































































































































































































ぜならば西欧語での本来の意味の「自然 Nature」とは，‘everything in the 
physical world that is not controlled by humans, such as wild plants and ani-















52　Longman Dictionary of Contemporary English（4th Ed. 2000）の‘nature’の項．













































































































数世代にわたって身動きできなくするのである」（Ulrich Beck, Risikogesellschaft (Frankfurt am 































































































































64　Descartes, Discours de la méthode（方法序説）（1638）. なお，人間と動物とを区別する議論は，
この著作の第５部でなされている。（野田又夫訳『方法序説』〔中央公論新社〕52-73頁）。
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〈責任〉の重要性を強調するために，デカルトの前掲の ‚cogito ergo sum‘をも
じって，‚respondeo ergo sum‘（我，応答す，ゆえに我あり）と表現し，さら










































































































72　Sartre, L’être et le néant (Paris 1943), p. 31（松浪信三郎訳『存在と無』第一分冊50頁）；p. 124（226
頁）。



















































































































300 早稲田商学第 438 号
514
の点については，他の残された課題と共に，稿を改めて考えを深めねばならな
い76。
（本稿は，2013年度早稲田大学特定課題研究助成費特定課題研究Aならびに
Bの成果の一部である）
─────────────────
76　前に言及した，人間を「植物」ととらえることとも関わってくるであろう。
